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愛
南
ト
ピ
ッ
ク
ス

今
号
の
注
目
記
事

あ
い
な
ん
歳
時
記

平
和
の
象
徴
に
!

　

紫
電
改
引
揚
げ
30
周
年
記
念

町
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

愛
南
こ
み
ゅ
に
け
ー
し
ょ
ん

元
気
い
っ
ぱ
い
！

　

ア
イ
・
あ
い
・
愛
ラ
ン
ド

あ
い
な
ん
掲
示
板

愛
は
南
か
ら

目
次

表
紙
の
写
真
コ
メ
ン
ト

　

11
月
7
日
に
行
わ
れ
た
「
御
荘
防
火
パ
レ
ー
ド
」

出
発
式
の
様
子
で
す
。
火
災
の
な
い
安
全
で
明
る
い

健
や
か
な
町
づ
く
り
を
願
っ
て
、
子
ど
も
達
が
風
船

を
大
空
に
放
ち
ま
し
た
。

愛南トピックス

2381920222628

町の栽培振興品「ハートオニオ
ン」の収穫が始まっています。写
真は池田敏

としあ き

明さん(小山)の畑で、お
孫さんの西川聖

せ な

奈さんが一緒に収
穫を手伝いました。(11/24)

愛南町消防団西海方面隊第3分団(武者泊)に、新し
い消防ポンプ積載車が配備されました。(10/27)

愛南漁協などで、NHK総合「伊予路てくてく‐香田
晋
しん

が愛南町を行く!」の収録が行われました。番組
は11月27日に放映されました。(11/6)
 

家串小学校の児童たちが、ゴミのポイ捨て禁止看板
をつくりました。(9/29)
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町
長
の
行
動

　

10
月
は
、
第
5
回
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
i
n

愛
南
開
会
式
（
18
日
）、
あ
い
な
ん
か
ら
の
祈

り
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
（
18
日
）、
愛
媛
県
人
権

教
育
協
議
会
支
部
長
及
び
加
盟
団
体
長
会
（
22

日
、
松
山
市
）、
ふ
る
さ
と
一
本
松
祭
（
25
日
）、

暴
力
・
銃
器
追
放
県
民
大
会
（
27
日
、
松
山
市
）、

愛
媛
県
社
会
福
祉
大
会
（
28
日
、
松
山
市
）、

知
事
陳
情
（
30
日
、
宇
和
島
市
）
な
ど
に
出
席

し
ま
し
た
。

　

11
月
は
、
市
立
宇
和
島
病
院
創
立
百
周
年
記

念
式
典
（
1
日
、
宇
和
島
市
）、
で
あ
い 

ふ
れ

あ
い
愛
南
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
9
（
1
日
）、
愛

媛
県
過
疎
地
域
自
立
促
進
協
議
会
総
会
・
総
決

起
大
会
（
4
日
、
東
京
都
）、
水
産
業
振
興
協

議
会
（
5
日
）、
津
島
水
道
企
業
団
議
会
（
5

日
、
宇
和
島
市
）、
え
ひ
め
企
業
誘
致
フ
ェ
ア

2
0
0
9
i
n
東
京
（
6
日
、
東
京
都
）、
愛

媛
県
市
町
村
長
防
災
危
機
管
理
ラ
ボ
（
9
日
、

松
山
市
）、
愛
媛
大
学
開
学
六
十
周
年
記
念
式

典
（
11
日
、
松
山
市
）、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ザ
・

空
海
あ
い
な
ん
総
合
開
会
式
（
14
日
）
な
ど
に

出
席
し
ま
し
た
。

今号の注目記事

広見地区の田んぼに設営された特設闘牛場で行われ
た「ふるさと一本松祭」恒例の闘牛の土俵入りで
す。(10/25)

11月3日には各地区で秋祭りが行われました。写真
は御荘八幡野の八幡神社のお宮入りの様子です。
(11/3)

「御荘防火パレード」出発式で、御荘・中浦保育所幼
年消防クラブと平城小学校少年消防クラブの子ども達
が、元気よく防火宣言をしました。(11/7)

南レク城辺球場で行われた「第5回スポーツフェス
タin愛南」開会式で、ユニークな選手宣誓をした二
宮節

せ つ お

夫さんと山木 穣
じょう

くんです。(10/18) 【P23参照】 【P20参照】

【P4参照】 【P10参照】
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あ
い
な
ん
歳
時
記

五
穀
豊
穣
を
願
っ
て
!
秋
祭
り

　

毎
年
11
月
3
日
の
文
化
の
日
に
は
、
町
内
各
地
区
で
、
農
作
物
の
収
穫
を
感
謝
し
五
穀
豊
穣
を
祈
っ
て
、
秋
祭

り
が
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
前
日
ま
で
荒
れ
模
様
だ
っ
た
天
気
は
カ
ラ
ッ
と
晴
れ
上
が
り
、
少
し
肌
寒
い

秋
晴
れ
の
中
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特
色
あ
る
衣
装
や
法
被
を
身
に
ま

と
い
、華
や
か
に
飾
り
付
け
ら
れ
た
四
つ
太
鼓
や
牛
鬼
、神
輿
な
ど
を
担
い
で
練
り
、

鹿し

し

ま

い

子
舞
や
唐
獅
子
な
ど
の
笛
や
太
鼓
の
音
色
が
、
終
日
町
内
に
響
き

渡
っ
て
い
ま
し
た
。
今
年
の
秋
祭
り
の
様
子
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

11/　

  3
増
田
地
区
牛
鬼

菊
川
地
区
四
つ
太
鼓

久
良
地
区
ヘ
ト
踊
り

広
見
地
区
六
つ
鹿

山
出
地
区
牛
鬼

赤
水
地
区
子
ど
も
神
輿

僧
都
地
区
伊
勢
踊
り

中
浦
地
区
牛
鬼

中
川
地
区
牛
鬼
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城
辺
下
組
唐
獅
子

城
辺
中
組
四
つ
太
鼓

深
浦
地
区
神
輿

中
泊
四
つ
太
鼓

東
海
地
区
子
ど
も
神
輿

柏
地
区
浦
安
の
舞

福
浦
地
区
牛
鬼

平
城
馬
場
地
区
牛
鬼

平
城
長
崎
地
区
天
狗

平
山
地
区
唐
獅
子

満
倉
地
区
四
つ
太
鼓

和
口
地
区
四
つ
太
鼓

平城長崎地区四つ太鼓  
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御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
昭
和
54

年
に
久
良
湾
で
引
き
揚
げ
ら
れ
た
旧

日
本
海
軍
の
戦
闘
機
「
紫
電
改
」
の

引
揚
げ
30
周
年
イ
ベ
ン
ト
「
あ
い
な

ん
か
ら
の
祈
り
」
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
、
関
係
者
な
ど
約
2
0
0

名
が
参
加
し
、「
紫
電
改
」
の
慰
霊

と
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

　

同
実
行
委
員
会
の
山
下
常つ

ね

と

み臣
委
員

長
が
、「
紫
電
改
を
平
和
の
象
徴
と

し
て
若
い
世
代
に
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
南
宇
和
高
校

美
術
部
・
放
送
部
が
制
作
し
た
デ
ジ

タ
ル
紙
芝
居
『
あ
い
な
ん
の
紫
電

改
』、『
紫
電
改
物
語
』、『
紫
の
マ
フ

特集

平
和
の
象
徴
に
!
紫
電
改
引
揚
げ
30
周
年
記
念

10/　

 18

　紫電改は、ゼロ戦に代わる新鋭機として終戦間近に開発
され、局地戦闘機として戦争末期の日本本土防空戦で活躍
し、海軍で最も優れた戦闘機だったといわれています。
　昭和 53 年 11 月、久良湾の海底 40m に原型のまま沈ん
でいるのが地元ダイバーによって発見され、翌年7月14日、
実に 34 年ぶりに引き揚げられました。日本国内で現存す
る唯一の実機として馬瀬山山頂に保存・展示しています。
　昭和 20 年 7 月 24 日に九州大村基地を発進した第 343
航空隊の紫電改 21 機は、豊後水道上空で米機動部隊艦載
機約 200 機と交戦しました。その戦闘で未帰還機が 6機
あり、この紫電改はそのうちの 1機であろうといわれて
います。

「紫電改」



広報　　　　　　　　平成21年12月号777

ラ
ー
』
の
3
作
品
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
四
国
民
舞
輪
の
会
が
、

紫
電
改
に
ま
つ
わ
る
舞
踊
『
鎮

た

ま

し

ず

め魂
の

子
守
唄
』、『
紫
の
マ
フ
ラ
ー
』
を
披

露
し
、
同
会
会
主
で
元
陸
軍
航
空
隊

員
だ
っ
た
宮
川
和わ

せ

ん扇
さ
ん
（
八
幡
浜

市
）
と
、
紫
電
改
の
元
搭
乗
員
だ
っ

た
笠
井
智と

も

か

ず一
さ
ん
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）

に
よ
る
対
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
馬
瀬
山
山
頂
の
紫
電
改
展

示
館
で
は
、
餅
ま
き
や
物
産
市
な
ど

が
行
わ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
で
賑

わ
い
ま
し
た
。
夕
方
に
は
宇
和
海
展

望
タ
ワ
ー
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
竹
灯

篭
1,
6
0
0
個
が
灯
さ
れ
、
幻
想

的
な
鎮
魂
の
灯
火
と
な
り
ま
し
た
。

　 大戦末期、本土防空に青春と命を賭けて戦った松山の第 343海軍航空隊、『紫電改』の若き隊員
たちと、隊員たちから母と慕われた食堂「喜楽」の女将との交流は、悲しい戦争時代のさなかに心
温まる逸話を残しています。
　昭和 20年の正月に琴平の金毘羅宮を空中参拝した折、着陸に失敗して死亡事故が発生しました。
新年早々不吉な事故に意気消沈していた隊員たちに、女将は「皆様は紫電改だから紫のマフラーを
作ってあげる。マフラーの布は、私が結婚のときに持参した白無垢の布がある。これを紫色に染め
て、そのマフラーには、済美高女の生徒さんに刺繍をしてもらう。校長先生に私が頼んであげる。」
と励ましました。
　マフラーには隊員たち各自が想う文句を入れようということになり、済美高等女学校の生徒らが
文字を刺繍し、最後に自らの名前を添えて隊員に贈りました。
　『ニッコリ笑へば必ず墜す』は元紫電改搭乗員 笠井智一氏さんの編隊 4機の搭乗員に贈られたマ
フラーに刺繍されていたものです。全部で 38枚あった「紫のマフラー」は戦死者とともに 1枚 1
枚焼失し、今では 3枚を残すのみとなりました。その 1枚が紫電改展示館に常設展示されています。

『ニッコリ笑へば必ず墜す』 「紫のマフラー」の逸話



款 予算現額 執行済額 款 予算現額 執行済額

町税 17億9,025万7千円 12億9,927万円 諸収入 2億805万9千円 6,791万1千円 

地方譲与税 1億4,300万円 5,246万7千円 町債 15億5,390万円 0 

地方消費税交付金 1億8,300万円 1億2,824万7千円 その他 9,105万円 5,248万1千円 

地方交付税 74億900万2千円 55億5,294万9千円 （その他の内訳）

分担金及び負担金 3億589万3千円 1億1,517万7千円 利子割交付金 1,400万円 483万7千円 

使用料及び手数料 1億8,857万8千円 8,734万円 配当割交付金 260万円 122万3千円 

国庫支出金 48億2,870万1千円 4,907万9千円 株式等譲渡所得割交付金 100万円 0 

県支出金 8億7,758万8千円 8,446万9千円 自動車取得税交付金 5,100万円 1,093万1千円 

財産収入 4,952万2千円 1,137万円 交通安全対策特別交付金 300万円 217万4千円 

繰入金 5億6,652万5千円 0 地方特例交付金 1,840万円 3,251万6千円 

繰越金 4億1,621万1千円 6億2,558万1千円 寄附金 105万円 80万円 

合　　計 186億1,128万6千円 81億2,634万1千円 

款 予算現額 執行済額 款 予算現額 執行済額

議会費 9,553万3千円 4,590万5千円 教育費 16億1,992万3千円 6億1,336万8千円 

総務費 56億3,403万円 9億7,874万7千円 災害復旧費 1,065万1千円 130万4千円

民生費 31億9,238万7千円 12億750万4千円 公債費 31億1,933万5千円 14億7,261万9千円 

衛生費 14億4,652万7千円 5億335万2千円 その他 2億7,867万6千円 229万6千円 

農林水産業費 16億5,737万4千円 2億7,135万2千円 （その他の内訳）

商工費 3億7,363万5千円 1億465万1千円 諸支出金 2億6,920万5千円 229万6千円 

土木費 6億9,893万9千円 1億1,411万2千円 予備費 947万1千円 0 

消防費 4億8,427万6千円 1億9,420万8千円 合　　計 186億1,128万6千円 55億941万8千円 
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復
旧
費

公
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費

そ
の
他
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出
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平成21年度上半期の愛南町の予算執行状況等を公表します

予算総額 186億1,128万6千円
執行済額 81億2,634万1千円

予算総額 186億1,128万6千円
執行済額 55億941万8千円
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特別会計の予算執行状況
会計名 区　分 予算現額 執行済額 差　引

国民健康保険特別会計
歳　入 37億3,071万1千円 11億4,825万7千円 25億8,245万4千円 

歳　出 37億3,071万1千円 15億2,824万6千円 22億246万5千円 

老人保健特別会計
歳　入 1,001万円 1,690万9千円 △689万9千円 

歳　出 1,001万円 51万5千円 949万5千円 

介護保険特別会計
歳　入 24億2,139万2千円 11億3,223万2千円 12億8,916万円 

歳　出 24億2,139万2千円 10億3,481万円 13億8,658万2千円 

後期高齢者医療特別会計
歳　入 2億5,920万円 8,065万2千円 1億7,854万8千円 

歳　出 2億5,920万円 7,245万3千円 1億8,674万7千円 

簡易水道特別会計
歳　入 2億8,377万5千円 1億619万2千円 1億7,758万3千円 

歳　出 2億8,377万5千円 9,781万3千円 1億8,596万2千円 

小規模下水道特別会計
歳　入 1億6,830万円 1,476万8千円 1億5,353万2千円 

歳　出 1億6,830万円 7,601万1千円 9,228万9千円 

温泉事業等特別会計
歳　入 7,880万円 3,676万1千円 4,203万9千円 

歳　出 7,880万円 2,714万5千円 5,165万5千円 

旅客船特別会計
歳　入 4,853万8千円 3,819万1千円 1,034万7千円 

歳　出 4,853万8千円 2,160万3千円 2,693万5千円 

企業会計

会計名 区　分 予算現額 執行済額 差　引

上水道 
事業会計

収益的収入 4億6,450万9千円 2億3,329万8千円 2億3,121万1千円 

収益的支出 4億8,936万円 1億367万9千円 3億8,568万1千円 

資本的収入 8,473万1千円 105万円 8,368万1千円 

資本的支出 2億6,988万7千円 6,035万4千円 2億953万3千円 

資本的収入が資本的支出に不足する額185,156千円は、過年度分損益勘定留保資金596千円、当年度分損益勘定留保資金179,492千

円、当年度資本的収支調整額5,068千円で補てんすることとしています。

会計名 区　分 予算現額 執行済額 差　引

病院 
事業会計

収益的収入 5億8,150万円 2億9,485万2千円 2億8,664万8千円 

収益的支出 5億8,150万円 2億5,066万4千円 3億3,083万6千円 

資本的収入 6,171万8千円 46万4千円 6,125万4千円 

資本的支出 8,647万5千円 3,234万8千円 5,412万7千円 

資本的収入が資本的支出に不足する額24,757千円は、過年度分損益勘定留保資金24,757千円で補てんすることとしています。

地方債（町の借金）残高の状況
一般会計 237億867万9千円

簡易水道特別会計 14億6,518万2千円

小規模下水道特別会計 15億18万2千円

上水道事業会計 27億816万1千円 

病院事業会計 7,341万8千円 

合　計 294億5,562万2千円 

基金（町の貯金）残高の状況
財政調整基金 16億7,263万円 ふるさとづくり基金 223万4千円 

減債基金 4億5,073万1千円 公営住宅建設基金 1,019万2千円 

人材育成基金 6,607万8千円 諏訪公園管理基金 433万6千円 

地域振興基金 4億1,843万8千円 地域活性化基金 25億円 

ふるさと創生基金 8,093万4千円 土地開発基金 1億115万8千円 

公共施設整備基金 1億9,251万6千円 高齢者等肉用牛貸付基金 722万円 

文化振興基金 1,011万8千円 　（うち貸付金） 312万9千円 

地域福祉基金 7億5,489万円 肉用牛貸付基金 1,932万円 

西海ストックヤード管理基金 2,023万5千円 　（うち貸付金） 1,783万5千円 

産業振興基金 1億1,874万3千円 介護従事者処遇改善臨時特例基金 1,626万2千円 

中山間ふるさと水と土保全基金 4,960万1千円 介護保険給付費準備基金 8,697万円

水資源対策基金 2億5,070万8千円 国保財政調整基金 307万5千円 

合　計 68億3,638万9千円 

町民税
43.5％

町たばこ税 6.9％軽自動車税
3.1％

固定資産税
46.5％

皆さまが納めた町税の内訳
町税の内訳 予算現額

町民税 7億7,840万7千円 

固定資産税 8億3,189万8千円 

軽自動車税 5,596万7千円 

町たばこ税 1億2,398万5千円 

合　　　計 17億9,025万7千円 
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議
会
事
務
局
か
ら

平
成
21
年　

　

第
６
回
町
議
会
臨
時
会

消
防
本
部
か
ら

火
の
用
心
！

御
荘
防
火
パ
レ
ー
ド
！

総
務
課
か
ら

自
衛
隊
学
生
募
集
の

お
知
ら
せ
！

 11/
     7

　

本
庁
議
場
で
、
平
成
21
年

第
６
回
町
議
会
臨
時
会
が
開

 10/
    20

　

御
荘
・
中
浦
保
育
所
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
や
平
城
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
、
同
校
バ
ト
ン
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

鼓
隊
な
ど
約
２
４
０
名
が
参
加
し

て
、
御
荘
支
所
か
ら
御
荘
夢
創
造
館

の
間
を
パ
レ
ー
ド
し
、
道
行
く
人
な

ど
に
火
の
用
心
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ

イ
レ
ー
ツ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
マ
ッ
ピ
ー
」
も
応
援
に
駆
け

つ
け
、
１
日
消
防
団
員
と
し
て
子
ど

も
達
と
一
緒
に
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

そ
ろ
い
の
法
被
に
身
を
包
ん
だ
園

児
た
ち
は
、
「
火
遊
び
は
し
ま
せ

ん
」
と
、
ま
た
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の

児
童
た
ち
は
、
「
火
災
の
無
い
安
全

な
町
を
守
り
ま
す
」
と
力
強
く
防
火

の
誓
い
を
述
べ
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に

「
火
の
用
心
の
う
た
」
を
歌
い
な
が

ら
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

愛媛マンダリンパイレーツの

「マッピー」幼年消防クラブ（保育園児）

平城小学校バトン・トランペット鼓隊

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

受
験
資
格

　

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
（
中

学
卒
業
者
及
び
卒
業
見
込
み
の
方
）

受
付
期
間

　

平
成
22
年
１
月
８
日（
金
）ま
で

第
１
次
試
験
日

　

平
成
22
年
１
月
23
日（
土
）

第
１
次
試
験
地

　

宇
和
島
東
高
校
ほ
か

制
度
概
要　

入
校
と
同
時
に
通
信
制

高
校
に
入
学
し
、
高
等
学
校
の
普
通

科
と
同
等
の
教
育
が
受
け
ら
れ
、
課

程
終
了
時
に
は
高
等
学
校
の
卒
業
資

格
が
取
得
で
き
ま
す
。

催
さ
れ
、
老
朽
化
に
伴
う
高
規
格
救

急
自
動
車
及
び
高
度
救
命
資
機
材
の

購
入
契
約
に
つ
い
て
の
２
議
案
が
可

決
さ
れ
た
ほ
か
、
教
育
委
員
に
宮
川

利と
し

章あ
き

さ
ん
（
御
荘
平
城
）
を
任
命

す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所

（
℡
０
８
９
５
―

２
３
―

５
４
３
１
）

 10/
    18

馬瀬山「あいなんからの祈り」自衛隊ブース
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保
健
福
祉
課
か
ら

ウ
ィ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

保
健
福
祉
課
か
ら

で
あ
い 

ふ
れ
あ
い 

愛
南

フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９
！

カラージュ音楽講演会

　

皆
さ
ん
が
自
然
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
今
年
度

も
ウ
イ
ン
タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
０
９
（
12
月
〜

１
月
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

愛
媛
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
気
に
な
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
見
つ
け
た
ら
、
そ
の
活
動

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
自
分
の

意
志
で
、
無
理
せ
ず
、
楽
し
く
、
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ

う
！

　

内
容
は
、
高
齢
者
の
話
し
相
手
や

イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
な
ど
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
愛
媛
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト http://nv.pref.ehim

e.jp/

を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

相
談
窓
口
（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

愛
媛
県
県
民
活
動
推
進
課

（
℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
３
０
５
） 　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
す
べ
て

の
人
権
問
題
の
解
消
、
心
の
健
康
に

つ
い
て
の
学
習
、
障
害
者
と
健
常
者

の
ふ
れ
あ
い
と
交
流
を
図
り
、
共
に

助
け
合
っ
て
生
き
て
い
く
明
る
い
地

域
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
「
で

あ
い 

ふ
れ
あ
い 

愛
南
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
９
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で

し
た
が
、
各
種
福
祉
団
体
に
よ
る
バ

ザ
ー
や
就
労
支
援
事
業
所
な
ど
の
製

品
の
展
示
即
売
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
同
フ
ェ

ス
タ
実
行
委
員
会
か
ら
同
フ
ェ
ス
タ

の
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
制
作
し
た

南
宇
和
美
術
部
に
、
ま
た
、
南
宇
和

障
害
者
の
社
会
参
加
を
進
め
る
会
か

ら
、
長
年
「
広
報
あ
い
な
ん
」
な
ど

の
点
訳
活
動
を
し
て
い
る
「
て
ん
と

う
む
し
の
会
（
大
森
洋よ

う

子こ

代
表
）」

に
、
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
「
人
は
心
で
生
き
る
の

だ
か
ら
」
と
題
し
た
カ
ラ
ー
ジ
ュ
の

音
楽
講
演
会
で
は
、
夜
回
り
先
生
を

題
材
に
し
た
「
浦
島
異
聞
」
、
17
才

で
突
然
盲
目
に
な
っ
た
人
の
短
歌
を

題
材
に
し
た
「
六
星
の
調
べ
」
な

ど
が
演
じ
ら
れ
、
忘
れ
か
け
て
い

る
「
人
の
絆
」
、
「
生
命
の
尊
さ
」
、

「
お
互
い
を
思
い
や
る
心
」
の
大
切

さ
を
、
語
り
と
歌
と
ギ
タ
ー
の
調
べ

に
乗
せ
て
優
し
く
訴
え
ま
し
た
。

 11/
     1
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

認
知
症
を
学
び
、
地
域
で

支
え
よ
う
！

 

１　

認
知
症
を
理
解
す
る

 

⑥
家
族
の
気
持
ち
を
理
解
す
る

　

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る
家

族
な
ど
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
ど

ん
な
応
援
を
す
れ
ば
い
い
の
か
考
え

て
み
る
こ
と
は
、
認
知
症
の
方
を
地

域
で
支
え
る
活
動
の
一
環
と
し
て
と

て
も
大
切
で
す
。
家
族
の
誰
か
が
認

知
症
に
な
っ
た
時
は
、
誰
し
も
戸
惑

い
、
混
乱
し
ま
す
。
認
知
症
の
人
の

「
あ
る
が
ま
ま
」
を
受
け
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
介
護
者

の
気
持
ち
の
余
裕
が
必
要
で
す
。
介

護
者
の
余
裕
は
、
認
知
症
と
な
っ
た

本
人
や
家
族
に
対
す
る
周
囲
か
ら
の

理
解
、
ま
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
適
切

な
利
用
な
ど
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

■とまどい・否定

◇異常な言動にとまどい、否定しようとする時期

◇他の家族に打ち明けられずに悩む時期

・「あんなにしっかりしていた人がまさか」という気

持ち

・長年一緒に暮らしてきた人を認知症と認めることへの

とまどい

・異常な言動を他の家族に打ち明けるべきか悩む

■混乱・怒り・拒絶

◇認知症への理解の不十分さからどう対応してよい

か分からず混乱し、ささいなことに腹を立てたり

叱ったりする時期

◇精神的・身体的に疲労困
こん

憊
ぱい

、拒絶感・絶望感に陥り

やすい、最も辛い時期

・異常な言動を増幅させる認知症の人に対し「顔も見た

くない」と拒絶する態度をとってしまうこともある。

・いつまで続くのかという不安、絶望的な気持ち

☆医療や福祉の相談窓口を訪ね、診察を受け、介護サー

ビスを利用することによって認知症への理解が徐々に

進み、諸症状への対処方法も分かってくる

■割り切り

◇怒ったり、イライラしても何もメリットはないと思

い始め、割り切るようになる時期

◇症状は同じでも介護者にとっても「問題」としては

軽くなる時期

・様々な情報や経験によって、次第に認知症介護に精通

し、適切な援助・協力を得れば在宅介護で十分やって

いけるという気持ちに変化し始める

・認知症が更に進行して新たな症状が現れることもある

☆再び混乱してしまうと第２ステップに逆戻りしかねな

いので落ち着いた対応が必要

■受容

◇認知症に対する理解が深まって、認知症の人の心理

を介護者自身が考えなくても分かるまでになる時

期

◇認知症である家族の「あるがまま」を受け入れられ

るようになる時期

・認知症の症状を含め、家族の一員として「あるがまま」

を受け入れることができる

第１
ステップ

第２
ステップ

第３
ステップ

第４
ステップ
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保
健
福
祉
課
か
ら

町
内
の
医
療
機
関
で
特
定

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

企
画
財
政
課
か
ら

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
！

商
工
観
光
課
か
ら

愛
南
音
頭
・
サ
ン
バ
の
Ｃ
Ｄ
と

振
り
付
け
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
で
き
ま
し
た
！

検査内容

計測
ほか

身長・体重・腹囲

血圧

診察

尿検査 蛋白・糖

血
液
検
査

HDL（善玉）コレステロール

LDL（悪玉）コレステロール

中性脂肪

肝機能（GOT、GPT、γーGTP）

HbA1c（血糖値）

※ 貧血

※眼底

※心電図

※貧血、眼底、心電図は、基準に該当し医師
が必要と認めた方のみとなります

受診できる医療機関
伊藤医院
内海診療所
岡沢クリニック
菅外科胃腸科医院
粉川ファミリークリニック
国保一本松病院
竹本医院
中浦診療所
松本クリニック
福浦診療所
福岡内科外科医院
※受付時間など詳しいことは
申込みの際にお知らせします

　

12
月
31
日
を
基
準
日
と
し
て
、
平

成
21
年
工
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
調
査
は
製
造
業
を
営
む
全

て
の
事
業
所
を
対
象
と
し
、
行
政
施

策
の
重
要
な
基
礎
資
料
な
ど
に
利
用

さ
れ
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
お
い
て
は
、
本
年

12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
県
知

事
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
お
願

い
に
伺
い
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た

だ
い
た
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
正
確
な
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課（
℡
７
２
―

７
３
１
７
）

対
象
者

■
40
才
〜
74
才
で
国
民
健
康
保
険
に

ご
加
入
の
方

■
75
才
以
上
で
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
ご
加
入
の
方

※
４
月
〜
11
月
ま
で
に
町
の
集
団
健

診
を
受
け
た
方
は
対
象
外
で
す
。

受
診
方
法

①
役
場
に
申
込
み
を
す
る
（
電
話
な

ど
）。

②
申
込
み
後
、
役
場
か
ら
送
ら
れ
て

く
る
書
類
を
持
っ
て
医
療
機
関
で
受

診
す
る
。

健
診
料　

無
料

申
込
先　

町
民
課

（
℡
７
２
―

７
３
０
０
）

　

65
歳
以
上
の
方
は
、
特
定
健
診
に

あ
わ
せ
て
、
『
生
活
機
能
評
価
』
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

■
高
齢
期
の
健
康
維
持
の
た
め
に

は
、
病
気
の
予
防
や
治
療
だ
け
で
な

く
、
加
齢
に
伴
う
生
活
機
能
の
低
下

を
予
防
す
る
こ
と
（
介
護
予
防
）
が

重
要
で
す
。

■
生
活
機
能
評
価
で
は
、
「
生
活
機

能
全
般
」「
運
動
器
機
能
」「
栄
養
状

態
」「
口
腔
器
機
能
」「
閉
じ
こ
も
り
」

「
物
忘
れ
」「
う
つ
」
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク

を
行
な
い
ま
す
。

■
チ
ェ
ッ
ク
で
生
活
機
能
の
低
下
が

疑
わ
れ
る
方
に
は
、
さ
ら
に
詳
し
い

検
査
「
反
復
唾だ

液え
き

嚥え
ん

下げ

テ
ス
ト
」「
心

電
図
」「
貧
血
検
査
」「
血
清
ア
ル
ブ
ミ

ン
検
査
」
を
行
な
い
、
介
護
予
防
に

取
り
組
ん
だ
方
が
よ
い
か
ど
う
か
、

医
師
が
判
定
し
ま
す
。

■
生
活
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
る
方

は
、
「
特
定
高
齢
者
」
と
し
て
、
町

の
介
護
予
防
事
業
な
ど
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
℡
７
２
―

７
３
２
５
）

　

本
町
出
身
の
歌
手
、
山
本
智さ

と

子こ

さ

ん
が
歌
う
「
愛
南
音
頭
・
サ
ン
バ
」

の
Ｃ
Ｄ
と
振
り
付
け
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
で
き
、

本
庁
、
各
支
所
及
び
公
共
施
設
に
配

布
し
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｄ
に
関
す
る
こ

と
な
ど
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課

（
℡
７
２
―

７
３
１
５
）
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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保
健
福
祉
課
か
ら

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
情
報
！

日
常
生
活
で
で
き
る
予
防
法

１
感
染
経
路
を
絶
つ
方
法

○
人
ご
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を
控

え
る

○
適
度
な
湿
度（
50
〜
60
％
）を
保
つ

○
外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
装
着

○
う
が
い
、
手
洗
い
を
す
る

２
抵
抗
力
を
つ
け
る
方
法

○
十
分
な
栄
養
と
睡
眠
を
と
る

○
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
し
っ
か

り
と
る

○
過
度
な
厚
着
は
避
け
、
適
度
な
運

動
を
行
う

３
予
防
接
種
を
う
け
る

「
感
染
し
た
か
な
」
と
思
っ
た
ら

早
め
に
受
診
！

　

流
行
時
期
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

症
状
が
現
れ
た
時
は
早
め
に
医
療
機

関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
電
話
を
か
け
相
談
し
て
か

ら
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
受
診
の
際
は

マ
ス
ク
を
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

優先接種対象者 開始見込み 優先接種対象者の確認書類

1

妊婦

11月16日
から順次

○母子健康手帳

基
礎
疾
患
の
あ
る
方

①1歳～小学校3年生の
年齢の方

○かかりつけ医以外で接種する場合は、優先接種対
象者証明書が必要です。

②入院患者

③通院患者

④ ①～③以外の方
12月
から順次

2 幼児（1歳～6歳） ○母子健康手帳

3 小学校低学年（1年～3年） ○健康保険被保険者証又は住民票

4

1歳未満の乳児の保護者

22年1月
から順次

○母子健康手帳又は優先接種対象証明書 
○本人との関係がわかる書類
（健康保険被保険者証又は住民票）

身体上の理由で接種できな
い優先接種者の保護者

5 小学校高学年（4年～6年） 母子健康手帳
健康保険被保険者証又は住民票6 中学生・高校生

7 高齢者（65歳以上） 健康保険被保険者証、運転免許証又は住民票

注意        
○接種を受けるためには、医療機関への申込みが必要です。妊娠している方や基礎疾患のある方でワクチン
接種を希望される方は、まず、かかりつけの医療機関にご相談ください。
○「基礎疾患のある方」や「最優先基準」に該当するかどうかは、国の基準に基づき医療機関が判断しま
す。
○優先接種対象者を確認する書類を医療機関の受付に提示ください。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種

優
先
接
種
対
象
者
と
確
認
書
類

◆
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

は
、
当
面
、
提
供
で
き
る
量
に
限
り

が
あ
る
た
め
、
優
先
的
に
接
種
し
て

い
た
だ
き
た
い
方
々
へ
の
接
種
開
始

時
期
に
つ
い
て
は
、
国
が
定
め
て
い

ま
す
。
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
優
先

接
種
対
象
者
以
外
の
方
は
、
医
療
機

関
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

◆
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
は
、
医
療
機

関
窓
口
に
て
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。
２
回
接
種
の
場
合
、
全
国
一
律

で
一
回
目
は
３
，
６
０
０
円
、
２
回

目
は
２
，
５
５
０
円
（
１
回
目
と
異

な
る
医
療
機
関
で
接
種
し
た
場
合
は

３
，６
０
０
円
）
で
す
。

◆
優
先
接
種
対
象
者
の
う
ち
、
生
活

保
護
世
帯
、
町
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
は
、
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
（
℡

７
２
―

１
２
１
２
）
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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愛
媛
労
働
局
か
ら

特
定
最
低
賃
金
改
正
の

お
知
ら
せ
！

農
林
課
か
ら

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
！

内
海
支
所　
　

℡
８
５
―

０
３
１
１

御
荘
支
所　
　

℡
７
２
―

１
１
１
１

問
い
合
わ
せ

　

愛
媛
労
働
局
で
は
、
特
定
最
低
賃

金
を
改
正
し
、
平
成
21
年
12
月
25
日

か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

施
行
後
の
最
低
賃
金
額
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
パ
ル
プ
、
紙
製
造
業
最
低
賃
金

　

１
時
間　

７
６
６
円

②
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機
械

器
具
、
業
務
用
機
械
器
具
製
造
業
最

低
賃
金

　

１
時
間　

７
８
１
円

③
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回

路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機

械
器
具
製
造
業
最
低
賃
金

　

１
時
間　

７
４
５
円

一
本
松
支
所　

℡
８
４
―

２
２
１
１

西
海
支
所　
　

℡
８
２
―

１
１
１
１

保
健
福
祉
課　

℡
７
２
―

１
２
１
２

④
船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機
関

製
造
業
最
低
賃
金

　

１
時
間　

７
９
０
円

⑤
各
種
商
品
小
売
業
最
低
賃
金

　

１
時
間　

６
９
０
円

※
上
記
の
特
定
最
低
賃
金
に
は
、
適

用
除
外
の
労
働
者
と
、
①
か
ら
③
の

産
業
に
は
適
用
除
外
の
業
種
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
該
当
す
る

場
合
は
、
愛
媛
県
最
低
賃
金
（
１
時

間
６
３
２
円
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

愛
媛
県
労
働
局 

賃
金
室

（
℡
０
８
９
―

９
３
５
―

５
２
０
５
）

　

宇
和
島
労
働
基
準
監
督
署

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

４
６
５
５
）

　

西
予
市
野
村
町
の
野
村
町

家
畜
総
合
振
興
セ
ン
タ
ー

で
、
平
成
21
年
度
愛
媛
県
総
合
畜
産

共
進
会
が
開
催
さ
れ
、
池
田
一か

ず

成な
り

さ

ん
（
広
見
）
所
有
の
牛
が
、
経
産
牛

の
部
で
優
等
賞
首
席
に
入
賞
し
、
最

終
審
査
の
結
果
、
県
下
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
の
繁
殖
雌
牛
に
与
え
ら
れ
る
「
農

林
水
産
大
臣
賞
」
を
受
賞
す
る
快
挙

を
達
成
し
ま
し
た
。

農林水産大臣賞を受賞した「しげふく4の1」号

 10/
    26

愛南町でワクチン接種可能な医療機関

伊藤医院 72－6309

内海診療所 85－0341

岡沢クリニック 70－1511

菅外科胃腸科医院 72－2225

県立南宇和病院 72－1231

粉川医院 72－0135

粉川ファミリークリニック 72－2111

国保一本松病院 84－2255

竹本医院 72－3271

中浦診療所 75－0503

西本病院 73－2121

松本クリニック 84－2001

福浦診療所 83－0510

福岡内科外科医院 84－3600

朝日医院※ 72－5221

※かかりつけの方のみ接種ができます。
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日本年金機構

社会保険庁

公的年金の
運営業務

公的年金の
財政責任・
運営責任

平成22年１月１日

厚生労働省

廃止

保健事業のお知らせ（１２月）
町
民
課
か
ら

「
日
本
年
金
機
構
」が
来
年

１
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

環
境
衛
生
課
か
ら

12
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

　

社
会
保
険
庁
が
廃
止
さ
れ
、
新
た

に
「
日
本
年
金
機
構
」
が
ス
タ
ー
ト

　

今
月
の
社
会
保
険
・
年
金
一
日
相
談

 

○
12
月
17
日（
木
）

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

し
ま
す
。

　

国
民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
に
応
え
、

一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実
現
を
め

ざ
し
、
社
会
保
険
庁
は
組
織
・
人
員

を
一
新
し
、
「
日
本
年
金
機
構
」
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

○
現
在
あ
る
お
近
く
の
社
会
保
険
事

務
所
は
、

新
た
に「
年

金
事
務
所
」

と
名
称
が

変
わ
り
ま

す
が
、
年

金
相
談
な

ど
の
窓
口

と
し
て
引

き
続
き
ご

利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

ま
た
、「
年

金
事
務
所
」

は
、現
在
あ

る
社
会
保

険
事
務
所

の
建
物
を

そ
の
ま
ま

使
用
し
ま

す
の
で
、

所
在
地
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
社
会
保
険
庁
や
社
会
保
険

事
務
所
の
名
義
で
ご
案
内
し
て
い
た

各
種
の
関
係
書
類
は
、
内
容
に
よ

り
、
今
後
は
厚
生
労
働
省
又
は
日
本

年
金
機
構
の
名
義
で
ご
案
内
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
国

民
の
皆
さ
ま
方
に
何
ら
か
の
手
続
き

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
一
切
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

○
日
本
年
金
機
構
は
、
社
会
保
険
庁

か
ら
公
的
年
金
の
運
営
業
務
を
引
き

継
い
で
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

公
的
年
金
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
と

変
わ
ら
ず
国
の
制
度
と
し
て
そ
の
財

政
や
運
営
に
国
が
引
き
続
き
責
任
を

持
ち
ま
す
。

乳幼児健康診査
内　容 月　日 曜日 場　所 対象者

１歳６ヵ月児健診 12月  1日 火
城辺保健福祉センター

H２０年３月１日～ ４月３０日生
３歳児健診 12月15日 火 H１８年９月１日～１０月３１日生

育児相談
内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

みるく広場 12月  4日 金 一本松保健センター ９：３０～１１：３０
すくすく相談 12月  9日 水 城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００
育児相談 12月14日 月 内海保健センター ９：３０～１１：３０

うみのこ広場 12月17日 木
西海支所２階

親子ふれあい交流室
９：３０～１１：３０

みなみっ子 12月21日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

その他
内　容 月　日 曜日 場　所 時　　間

病態栄養相談 12月16日 水 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０
事前申込み

「かるがも教室」12月20日 日 城辺保健福祉センター
１０：００～１１：３０
事前申込み

　

2
日
・
9
日
・
16
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

１
月
の
引
取
日
は
、

　

６
日
・
13
日
・
20
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　

引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら

れ
た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ

て
環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
環
境

観
光
係
ま
で
連
れ
て
来
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、飼
い
犬
・
飼
い
ね
こ
の
場

合
は
、有
料（
愛
媛
県
収
入
証
紙
が
必

要
）で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
課
（
℡

７
２
―

７
３
１
６
）
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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企画財政課から

　宇和島地区広域事務組合財政状況の公表に関する条例により、平成21年4月1日から平
成21年9月30日までの上半期における当組合財政状況を、次のとおり公表します。

介護保険事業特別会計予算の執行状況 (単位：千円)

歳　　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　　出
款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額

サービス収入 24億7,489万4千円 8億9,928万5千円 サービス事業費 27億7,208万5千円 13億3,945万4千円
使用料及び手数料 8,242万1千円 3,528万4千円 公債費 2億1,985万7千円 1億992万7千円
財産収入 1千円 0
寄附金 5万円 19万3千円
繰入金 1億8,031万2千円 0
繰越金 2億5,000万1千円 4億8,093万2千円
諸収入 426万3千円 247万2千円

合　計 29億9,194万2千円 14億1,816万6千円 合　計 29億9,194万2千円 14億4,938万1千円

一般会計予算の執行状況 (単位：千円)

歳　　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　　出
款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額

分担金及び負担金 26億386万6千円 14億9,214万3千円 議会費 80万6千円 3万円
使用料及び手数料 7,288万7千円 2,813万7千円 総務費 1億6,719万2千円 7,472万2千円
国庫支出金 2,649万円 0 民生費 10億3,944万8千円 3億8,945万5千円
県支出金 2億1,965万2千円 1億861万6千円 衛生費 5億9,469万6千円 1億2,744万2千円
市町支出金 4億6,878万5千円 2億2,853万6千円 農林水産業費 2,058万円 1,732万5千円
寄附金 5万円 31万円 土木費 2,068万5千円 846万7千円
繰越金 246万円 1億6,609万8千円 消防費 12億9,933万5千円 6億1,923万6千円
諸収入 691万4千円 319万4千円 公債費 2億3,836万2千円 1億1,175万5千円

予備費 2,000万円 0

合　計 34億110万4千円 20億2,703万4千円 合　計 34億110万4千円 13億4,843万2千円

と畜場特別会計予算の執行状況 (単位：千円)

      歳　　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　　出
款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額

使用料及び手数料 565万2千円 266万4千円 と畜場費 1,281万1千円 539万6千円
繰入金 715万7千円 0
繰越金 1千円 62万9千円
諸収入 1千円 0

合　計 1,281万1千円 329万3千円 合　計 1,281万1千円 539万6千円

ふるさと市町村圏基金事業特別会計予算の執行状況 (単位：千円)

      歳　　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　　出
款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額

財産収入 1,024万6千円 614万6千円
ふるさと市町村圏
基金事業費

1,024万7千円 217万8千円

繰越金 1千円 1,239万3千円

合　計 1,024万7千円 1,853万9千円 合　計 1,024万7千円 217万8千円

組合債の現在高（平成21年9月30日現在）

会計別 目　　　的　　　別 借　入　先

一般会計

民生債 1億2,833万6千円 財務省
衛生債 5,774万1千円 財務省、総務省
土木債 6億3,345万8千円 財務省、総務省、市中銀行ほか
消防債 4億6,850万7千円 市中銀行、共済組合
小　計 12億8,804万2千円 

特別会計
介護保険施設債 15億6,064万3千円 財務省、総務省、公庫
小　計 15億6,064万3千円

計 28億4,868万5千円 

財産の概要（平成21年9月30日現在）

種　　類 区　　分 金　額　等

公有財産
土　　地 239,190.04㎡
建　　物 54,990.12㎡

基　　金

ふるさと
市町村圏基金

20億円

介護保険事業
特別会計
施設整備基金

3億2,489万9千円
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蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

 

税
務
課
等
か
ら
！

12
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

１２・１月行事予定表

第１日曜日   6日 内海診療所 柏 ☎85-0341

第２日曜日 13日 松本クリニック 一 本 松 ☎84-2001

第３日曜日 20日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

天皇誕生日 23日 岡沢クリニック 御荘平城 ☎70-1511

第４日曜日 27日 国保一本松病院 一 本 松 ☎84-2255

大　晦　日 31日 竹本医院 城 辺 乙 ☎72-3271
備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

１２月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

固

定

資

産

税

3期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

7期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

6期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
深
浦
鼻
前
、
久
良
・
深
浦
各
公
民
館
、
小
屋
の
浦
・
古
月
・

鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

12/24

1/28

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
公
民
館
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役
場
、
山
出
・

太
場
・
豊
田
・
長
野
各
集
会
所

12/22

1/26

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
矢
の
町
第
２
・
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各

集
会
所

12/18

1/22

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・
小
浦
・

弓
立
・
越
田
各
集
会
所

12/16

1/20

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

12/14

1/18

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
一
本
松
集
会
所
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ

セ
ン
、
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

12/11

1/14

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
船
越
運
河
、
油
袋
漁
民
セ
ン

タ
ー
、
旧
川
村
光
夫
作
業
場
、
ゆ
ら
り
内
海
裏
、
内
海
支
所
、
平
碆
・
柏
崎
・

各
集
会
所

12/9

1/12

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
２
・
節
崎
・
馬
瀬
・
深
泥
・

寺
新
町
各
集
会
所

12/7

1/8

菊
川
公
民
館
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・
貝
塚
・
八
幡
野
各

集
会
所

12/3

1/6

漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
、
赤
水
・
長
月
各
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・

尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

12/1

1/4

１2、１月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!

日 曜 時　間 行事名 場所

4 金 8：30～13：00 正木の花とり踊り
歓喜光寺
ほか

5 土 17：30～19：45
ＮＨＫラジオ
「真打ち競演」
公開録音

御荘文化
センター

6 日

8：30～16：00 篠南文化祭
篠山小中学校
体育館ほか

9：00～15：00
内海文化
発表会

DE・あ・い・21

8 火 13：00～17：00
公民館長・主事
合同研修会

御荘Ｂ＆Ｇ
海洋センター

9 水 13：00～15：00 行政相談 町内各地

10 木 10：00～17：00
平成21年
第4回愛南町
議会定例会

愛南町役場
議場

12 土

14：00～17：00
愛南町ＰＴＡ
研究大会

御荘文化
センター

13：30～15：30
愛媛国体

スポーツ振興事業
「愛南町小学生サッカー教室」

南レク
芝球技場

13 日

8：30～17：00
第5回

愛南町スポーツ
少年大会サッカー競技

南レク城辺
多目的広場

8：30～17：00
第5回愛南女子

バレーボール交流大会
御荘中学校
体育館

8：30～14：30
第60回

愛媛駅伝競走
一本松～宇和島大会

一本松
バス停留所
付近～

19 土 13：30～15：00 第4回生涯学習講座
御荘文化
センター

27 日 14：00～15：00 作って遊ぼう
御荘
夢創造館

１月

2 土 9：00～12：00 観光船乗り初め式 中泊港岸壁

3 日 13：00～16：00 成人式
御荘文化
センター

10 日

8：30～17：00
第41回

深浦少年剣道大会
深浦小学校
体育館

8：30～17：00
第12回

南宇和サッカー協会杯
小学校サッカー大会

南レク
芝球技場

13 水 13：00～15：00 行政相談 町内各地

愛いっぱい愛南産直市

12月8日（火）～14日（月）

時間　10：00～19：00　　場所　三越松山店
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あなたの子育てをサポートします
実施場所 問い合わせ先 内　容 開設日 開設時間 12月のお知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月   
火・木   

園庭・保育室開放 水・金   

育児（電話）相談
月～金   
土   

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   
園庭等開放 火・木  
育児（電話）相談 月～金  

出張ひろば「うみの子」出張場所：西海支所２階 サークル活動 第3木曜  

こぶたの広場
プラザじょうへん内

７３－２２８８
詳しくは「こぶた通信」に記載

育児相談・つどいと交流
各種ワークショップ

月～金   
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笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

長月
保育所

●9日(水)出張ひろばわんぱく
はクリスマス会と終了式
●17日(木)世代間交流はクリス
マスリース&ツリー作り 
●12月26日(土)～1月3日(日)休
み       

●7日(月)・9日(水)・11日
(金)は夢創造館
●25日(金)クリスマス会
●12月29日(火)～1月3日
(日)休み 

●20日(日)10:00～
クリスマス会 はま
ゆう保育所ホール         
●12月29日(火)～1月
3日(日)休み    

～
～
～
～
～
～
～
～

～

～

１２：００  
８：００
８：００
８：００
８：００
８：３０
８：３０
８：３０

９：３０

９：３０

１７：００  
１３：００
１７：００
１７：００
１２：００
１３：３０
１３：３０
１７：１５

１１：３０

１６：３０

城辺
保育所
キリン組

城辺
保育所
ライオン組

　平成21年10月号でお知らせしました子育て応援特別手当(平成21年度版)支給事業は、国の方針で執行停止
が決定されました。これに伴い、愛南町におきましてもこの手当は支給されないこととなりました。対象者の
皆さまをはじめ、多くの方々にご迷惑をおかけしますが、ご理解いただきますようお願いします。

子育て応援特別手当(平成21年度版)支給事業の執行停止について
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に け ー し ょ ん

10/28

　内海中学校体育館で、内海中学校生徒、家

串・柏小学校児童を対象に「句会ライブin内

海」が開かれ、児童生徒と保護者など約160

名が俳句の楽しさを学びました。

　家串地区出身の俳人、夏井いつきさんを講

師に招き、誰もが考えつかない「類想」や「俳

句の種」探しなど、俳句の作り方の指導を受

け、「秋うらら」、「鰯
い わ し

雲」、「そぞろ寒」、「菊

日和」、「鵙
も ず

日和」の五つの秋の季語に、それ

ぞれが句作や選句を楽しみました。

秋うらら!句会ライブin内海

10/31

　西日本屈指の漁場、西海・内海地区海域で大物を釣り上げようと、県内

外から188名の釣りマニアが参加し、「あいなん磯釣大会2009」が行われ

ました。この大会は、愛南マリンイベント実行委員会と中泊・西海南部・

内海の各渡船組合などが、国内有数の釣りポイントが多い愛南町をPRし

ようと毎年開催し、今年で4回目となります。グレ長寸の部では高知市の

小松信
の ぶ お

雄さんが、2位とわずか0.1cmの差の45.3cmで優勝しました。グレ重

量の部(3匹の合計)では松山市の川井 昇
の ぼ る

さん(2.46kg)が、他魚の部では徳

島県の中村 勉
つ と む

さん(67.4cmのスズキ)が、それぞれ優勝されました。

大物を狙え!あいなん磯釣大会2009

10/25

　小雨の降る中、広見地区の田園を主会場

に恒例の「第4回ふるさと一本松祭」が行わ

れました。今年は東京・愛媛クラブ運営委

員長や(財)南豫奨学会理事を務められ、東

京で活躍されている(株)メッセ代表取締役

の西原賢
け ん じ

次さん(広見地区出身)を招き、西

原さんの同級生、大西吉
よ し ひ さ

久さんを聞き手に

「広見から東京へ‐ご縁で結ばれた人々 」と

題した対談が行われました。

　このほか地元コーラスグループや小中学

生の合唱、広見地区の唐獅子・六ツ鹿踊

り、愛媛大学マジッククラブによるマジッ

クショー、ビンゴゲーム、餅まきなどが行わ

れ、会場では地元特産品などの物産販売や

野
の だ て

点も行われ、多くの来場者で賑わいまし

た。

　また、会場の田んぼに作られた特設土俵

では、迫力ある闘牛の土俵入りや「結び」が

行われ、会場近くの広見コミュニティセン

ターでは、南宇和高校吹奏楽部のパワフル

な演奏も行われました。

ふるさと一本松祭

グレ長寸の部優勝
小松信雄さん
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愛 南 こ み ゅ
10/10

　御荘文化センターで、合併5周年記念とし

て「打
だ だ だ だ ん て ん こ

打打団天鼓和太鼓コンサート」が開催

され、約300名の来場者が大小さまざまな和

太鼓や三味線、笛などの演奏に、ミュージカ

ルや演劇、そして「笑い」が融合された「オモ

ロ迫力」なパフォーマンスを楽しみました。

 パワフルな太鼓の音色と完成されたリズム

感に、大阪独特の「のり」「つっこみ」など笑

いが満載された楽しい舞台でした。

オモロ迫力!和太鼓コンサート

10/23

　御荘B&G海洋センター体育館で、町社

会福祉協議会(尾崎利
と し お

男会長)主催による

「第2回ふれあいサロンの集い」が行わ

れ、町内の高齢者など約150名が、「鳴子

体操」や「ナイスキャッチ」、「すくって、

送って」などの各種競技を通じて、ふれあ

いと交流を深めました。

元気に楽しく交流を!ふれあいサロンの集い

10/21

　(社)愛媛県建設業協会南宇和支部(羽田政
ま さ い ち

市支部長、21業者)の会員約20名が「第2回愛ロー

ド・愛ビーチ清掃奉仕活動」を実施し、旧有料道路(県道船越平城線)や須ノ川公園、須ノ川海岸

などのゴミ回収や草刈りを行いました。

まちをきれいに!

旧西海有料道路須ノ川公園

愛媛県建設業協会南宇和支部の皆さん
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ア
イ
・
あ
い
・
愛
ラ
ン
ド

元気いっぱい！

自
分
に
挑
戦
!
記
録
に
挑
戦
!
愛
ー
1
グ
ラ
ン
プ
リ

　

南
レ
ク
城
辺
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
「
愛
ー
1
グ
ラ
ン
プ
リ
2
0
0
9
」
が
行
わ
れ
、
町
内
の

小
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
約
1
0
0
名
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
8
種
目
の
競
技
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

【
各
種
目
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
】

60
メ
ー
ト
ル
走

1
0
0
メ
ー
ト
ル
走

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

ロ
ン
グ
テ
ィ
ー
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

ボ
ー
ル
リ
フ
テ
ィ
ン
グ 

一
輪
車
競
争

4
0
0
m
リ
レ
ー 

モ
ン
ス
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

10/　
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元
気
は
つ
ら
つ
!
ス
ポ
少
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
!

　

秋
晴
れ
の
柔
ら
か
な
日
差
し
の
下
、
あ
け
ぼ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
1
部

（
フ
ァ
ス
ト
ピ
ッ
チ
）
に
5
チ
ー
ム
、
2
部
（
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
）
に
8

チ
ー
ム
、
3
部
（
ミ
ニ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
に
6
チ
ー
ム
の
計
19
チ
ー
ム
、

約
2
5
0
名
が
参
加
し
て
、
「
第
5
回
愛
南
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
大
会
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
競
技
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学
生
選
手
の
は
つ
ら
つ
と
し
た

プ
レ
ー
に
、
大
き
な
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
】

10/　

 11

モンスターボックス
1m80cm に挑戦 !

1 部優勝 平城スポーツ少年団 A

3 部優勝 深浦スポーツ少年団

2部優勝 赤水スポーツ少年団

小
学
男
子 

一
般
男
子 

小
学
男
子 

一
般
男
子

小
学
男
子

一
般
男
子

小
学
生

小
学
男
子

小
学
低
学
年

小
学
男
子

一
般
男
子

社
会
人　

    

城
辺
小
学
校
教
員　
　
　

56
秒
0

高
江
健け

ん

と斗
、
清
藤
ふ
み
や
、
早
川 

智
さ

と

し

、
尾
崎
碩ひ

ろ

あ

き昭
（
以
上
、
南
宇
和
高
）
2
m
00

嶋
野　

匠
た

く

み

（
平
城
小
）　

9
秒
0

吉
良
峻

し

ゅ

ん

い

ち一
（
御
荘
中
）　

7
秒
9

小
嶋
慶け

い

す

け祐
（
平
城
小
）　

14
秒
7

上
田
耕こ

う

じ士　
　
　
　
　
　

12
秒
5

嶋
野
来ら

い

き樹
（
平
城
小
）　

60
m
45

吉
田　

裕ゆ

う

（
南
宇
和
高
）
78
m
50

原
田
真ま

さ

ひ

ろ寛
（
緑
小
）　
　

36
m
80 

嘉
新
拓た

く

や也
（
一
本
松
小
）
5
分
20
秒

河
野
瑞み

ず

き紀
（
城
辺
小
）　

15
秒
9

平
城
小
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
58
秒
4

御
荘
中
短
距
離　
　
　
　

52
秒
5

小
学
女
子

一
般
女
子

小
学
女
子

一
般
女
子

小
学
女
子

一
般
女
子

一
般

一
般
男
子

小
学
高
学
年

小
学
女
子

一
般
女
子

石
黒
日ひ

な

こ

奈
子
（
一
本
松
小
）
9
秒
2

早
川　

愛あ

い

（
御
荘
中
）　

9
秒
0

平
尾
真ま

な奈
（
平
城
小
）　

14
秒
4

菅
原
ミ
カ
（
御
荘
中
）　

14
秒
8

濵
田
奈な

お緒
（
平
城
小
）　

38
m
26

大
西　

歩
あ

ゆ

み

（
御
荘
中
）　

50
m
43

埜
下
貴た

か

ふ

み史
（
南
宇
和
高
）
51
m
80

嘉
新
満み

つ

お雄　
　
　
　
　
　

4
分
35
秒

久
我
聡さ

と

し士
（
緑
小
）　
　

11
秒
9

平
城
小
め
っ
ち
ゃ
い
け
て
る
チ
ー
ム　

59
秒
4

御
荘
中
駅
伝
チ
ー
ム　
　
　
　
　
　
　

58
秒
5

cm
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鬼
北
町
鬼
北
総
合
公
園
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
「
第
11
回
体
育
の
日
記
念 

宇
和
島
市
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会
」
で
、
愛
南
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
、
南
予
の
強
豪
チ
ー
ム
を
破
り
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

南
予
の
ミ
ニ
バ
ス
大
会
で
大
活
躍
!

10/　
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1
部 

優
勝 

平
城
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
A  

準
優
勝 

柏
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

2
部 

優
勝 

赤
水
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団     

準
優
勝 

中
浦
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

3
部 
優
勝 

深
浦
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団     

準
優
勝 

僧
都
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

南
宇
和
少
年
相
撲
ク
ラ
ブ
（
会
員
22
名
）
が
、
長
年
の
活
動
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
努
め

た
こ
と
に
対
し
て
、
文
部
科
学
大
臣
か
ら
平
成
21
年
度
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
!
文
部
科
学
大
臣
表
彰

10/　

  9

　

南
レ
ク
城
辺
球
場
ほ
か
で
「
第
5
回
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
i
n
愛
南
」
が
開
催
さ
れ
、
約
6
4
5
名
の
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
で

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
小
埜
山
博は

く

お夫
さ
ん
を
は
じ
め
、
全
国
大
会
等
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
選
手
ら
17
名
と
5
団
体
に
町
体
育
協
会
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

【
体
育
協
会
表
彰
の
受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
】

体
育
功
労
賞 

小
埜
山
博は

く

お夫
（
愛
媛
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
副
会
長
）

優
秀
選
手
賞 

吉
良
将

し

ょ

う

へ

い平
（
陸
上
、
菊
川
小
）  

宮
本
真ま

い衣
（
陸
上
、
一
本
松
小
）
入
江
龍

り

ゅ

う

せ

い星
（
陸
上
、
城
辺
中
）  

若
本
拓た

く

ま真
（
陸
上
、
御
荘
中
）

　
　
　
　
　

 

岡
本
雄ゆ

う

ひ飛
（
剣
道
、
深
浦
小
）  

久
德
真ま

こ子
（
剣
道
、
城
辺
小
）
中
井
貴た

か

ゆ

き之
（
剣
道
、
一
本
松
中
） 

島
津
亜あ

り

さ

理
紗
（
剣
道
、
一
本
松
中
）

　
　
　
　
　

 

岩
村
孔こ

う

せ

い成
（
相
撲
、
御
荘
中
）  

浅
野
多か

ず

こ子
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）
山
本
音と

わ羽
（
水
泳
、
平
城
小
）

特
別
表
彰
優
秀
選
手
賞   

小
松
功こ

う

だ

い大
（
相
撲
、
南
宇
和
高
）
猪
野
寛ひ

ろ

あ

き晃
（
陸
上
、
南
宇
和
高
） 

吉
田 

裕ゆ

う

（
陸
上
、
南
宇
和
高
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
島
旺お

う

き起
（
陸
上
、
南
宇
和
高
）
一
谷
優ゆ

う

す

け介
（
陸
上
、
南
宇
和
高
）

優
秀
団
体
賞 

南
宇
和
剣
道
会
（
小
学
生
団
体
） 

一
本
松
中
学
校
男
子
剣
道
部

　
　
　
　
　

 

愛
南
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
小
学
女
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム
4
×
1
0
0
m
R
）

　
　
　
　
　

 

御
荘
中
学
校
相
撲
部

特
別
表
彰
優
秀
団
体
賞 

南
宇
和
高
校
相
撲
部

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
!
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

10/　
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優勝 愛南ミニバスケットボールクラブ

体育功労賞を
受賞した
小埜山さん

文部科学大臣表彰「南宇和少年相撲クラブ」
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【
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
優
勝
の
み
掲
載
】

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル    

1
部     

優
勝 

S
A
S
A
Y
A
M
A

          　
　
　
　

2
部
（
50
歳
以
上
）
優
勝 

内
海
実
年
ク
ラ
ブ

          　
　
　
　

3
部
（
60
歳
以
上
）
優
勝 

御
荘
シ
ニ
ア

バ
レ
ー
ボ
ー
ル    

男
子
6
人
制  

優
勝 

南
宇
和
マ
ス
タ
ー
ズ

          　
　
　
　

女
子
9
人
制  

優
勝 

P
a
s
s
i
o
n

硬
式
テ
ニ
ス       

A
ク
ラ
ス   

優
勝 

萩
森 

明
あ

き

ら

・
宮
本 

魁
や

す

し

ペ
ア

          　
　
　

   
B
ク
ラ
ス   

優
勝 

倉
田
貞さ

だ

ひ

ろ弘
・
吉
田
大だ

い

す

け輔
ペ
ア

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス    
1
部     

優
勝 

岩
城
令の

り

た

か孝
・
山
口
一い

っ

ぺ

い平
ペ
ア

          　
　
　
　

2
部     

優
勝 

橋
岡
濟な

り

た

か隆
・
吉
田
博ひ

ろ

し史
ペ
ア

軟
式
野
球          

優
勝 
風

ク
ロ
ッ
ケ
ー       

優
勝 

灘

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ  

団
体
の
部   
優
勝 

尻
貝

          　
　
　
　
　

 

個
人
の
部   
優
勝 

尾
﨑
典の

り

こ子
（
御
荘
B
）

          　
　
　
　
　

 

ペ
ア
マ
ッ
チ
の
部  
優
勝 

大
本
正

し

ょ

う

ぞ

う三
・
大
本
健け

ん

た

ろ

う

太
郎
ペ
ア

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

1
部     

優
勝 

ぶ
ぁ
ブ
ル
ス

          　
　
　
　
　
　

2
部
（
50
歳
以
上
）
優
勝 
な
で
し
こ

相
撲
で
交
流
を
!
伊
予
土
佐
親
善
相
撲
大
会

　

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
相
撲
場
で
、
「
第
5
回
伊
予
・
土
佐
親
善
相
撲
愛
南
大
会
」
が
行
わ
れ
、
小
学
生
の
部
に
16
チ
ー
ム
、
中
学
生
の
部
に
7

チ
ー
ム
、
総
勢
約
1
0
0
名
の
少
年
力
士
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
各
部
優
勝
者
と
本
町
選
手
で
3
位
以
上
の
み
掲
載
】

個
人
戦

 

小
学
1
年
生
の
部 

優
勝 

竹
長
政せ

い

や弥
（
津
島
）       

3
位 

山
口
力り

く空
（
御
荘
）
・
梶
田
眞ま

お秀
（
御
荘
）

 

小
学
2
年
生
の
部 

優
勝 

宮
崎
光こ

う

せ

い星
（
土
佐
清
水
）

 

小
学
3
年
生
の
部 

優
勝 

熊
坂
光こ

う

き貴
（
香
美
）        

準
優
勝 

西
田
顕け

ん

ご吾
（
愛
南
） 

3
位 

土
居
佑ゆ

う

や也
（
愛
南
）

 

小
学
4
年
生
の
部 

優
勝 

光
宗
泰た

い

せ

い成
（
南
国
長
岡
）  

準
優
勝 

濵
田
恭

き

ょ

う

す

け輔
（
愛
南
）

         　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

3
位 

近
平
昌ま

さ

ひ

ろ優
（
城
辺
）
・
山
木
聖せ

い

た太
（
御
荘
）

 

小
学
5
年
生
の
部 

優
勝 

宮
崎 

麗れ

い  

（
土
佐
清
水
）

 

小
学
6
年
生
の
部 

優
勝 

吉
岡 

暸
り

ょ

う  

（
南
国
長
岡
）  

準
優
勝 

三
原
敬た

か

ひ

ろ弘
（
御
荘
）

10/　
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一
本
松
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
体
育
館
と
一
本
松
国
民
体
育
館
で
、
「
第
8
回
フ
レ
ン
ド

リ
ー
カ
ッ
プ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
行
わ
れ
、
1
部
10
チ
ー
ム
、
2
部
6
チ
ー

ム
の
合
計
16
チ
ー
ム
、
約
1
2
0
名
が
参
加
し
、
楽
し
く
競
い
合
い
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
】

1
部
優
勝 

響ひ

び

き鬼  

2
部
優
勝 

あ
ま
が
え
る

フ
レ
ン
ド
リ
ー
カ
ッ
プ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

10/　
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中
学
1
年
生
の
部 

優
勝 

中
井 

駿
し

ゅ

ん  

（
明
徳
）

 

中
学
2
年
生
の
部 

優
勝 

鬼
谷
智と

も

ゆ

き之
（
清
水
）

 
中
学
3
年
生
の
部 

優
勝 

柴
岡
芳よ

し

き樹
（
南
海
）

団
体
戦

 

小
学
生
の
部 

優
勝 

津
島
A     

準
優
勝 

土
佐
清
水
A           

3
位 

南
国
長
岡

 

中
学
生
の
部 

優
勝 

片
島
中
A  

準
優
勝 

鳶
ヶ
池
・
野
市
連
合  

3
位 

清
水
中
A

　

西
予
市
乙
亥
会
館
で
行
わ
れ
た
「
愛
媛
県
中
学
校
新
人
体
育
大
会
」
相
撲
競
技
に

お
い
て
、
御
荘
中
学
校
相
撲
部
が
団
体
戦
で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
戦

で
も
軽
量
級
・
中
量
級
・
重
量
級
・
無
差
別
の
部
で
上
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

【
個
人
戦
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
】

軽
量
級       

3
位 

早
田
直な

お

み

ち道

中
量
級       

1
位 

近
平
佳け

い

た

ろ

う

多
朗  

2
位 

吉
良
浩こ

う

た太

重
量
級       

1
位 

岩
村
孔こ

う

せ

い成

無
差
別
の
部 

2
位 

近
平
佳け

い

た

ろ

う

多
朗  

3
位 

岩
村
孔こ

う

せ

い成

新
人
戦
で
大
活
躍
!
御
荘
中
学
校
相
撲
部

10/　
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県
総
合
運
動
公
園
補
助
体
育
館
で
行
わ
れ
た
「
愛
媛
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
2
0
0
9
」
剣
道
競
技
に
お
い
て
、
南
宇
和
剣
道
会
A

（
岡
本
雄ゆ

う

ひ飛
く
ん
・
久
德
真ま

こ子
さ
ん
・
岩
村
隆

り

ゅ

う

せ

い盛
く
ん
・
中
井
亜あ

き紀
さ
ん
・
二
神
明あ

す

み

日
美
さ
ん
）
が
、
小
学
生
団
体
戦
で
2
年
連
続
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。
来
た
る
平
成
22
年
3
月
26
日
か
ら
28
日
の
間
、
徳
島
県
で
開
催
さ
れ
る
第
32
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
交
流
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

ス
ポ
レ
ク
祭
で
連
覇
!
南
宇
和
剣
道
会

11/　

 8

1 部優勝 響鬼 ( ひびき )
  

2 部優勝 あまがえる

左から近平くん、岩村くん、早田くん、
吉良くん  

南宇和剣道会 A  
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総
務
課
か
ら

年
末
年
始
の
役
場
業
務
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

◆
み
な
み
う
わ
俳
句
会

天
井
画
褪あ

せ
た
る
社
秋
日
和　
　
　
　
　
　
　

中
川
千
代
子

庭
下
駄
の
柾ま

さ

目め

く
っ
き
り
水
の
秋　
　
　
　
　

小
島　

泰
子

秋
天
を
我
が
物
顔
に
鳶と

び

の
舞
う　
　
　
　
　
　

安
岡　

紫
峰

新し
ん

牛ご

蒡ぼ
う

孫
の
連
な
る
テ
ー
ブ
ル
へ　
　
　
　
　

猪
野　

舟
水

線
路
わ
き
コ
ス
モ
ス
揺
ら
し
汽
車
通
過　
　
　

長
尾　

則
夫

コ
ン
ビ
ニ
の
弁
当
買
う
間
に
白
き
月　
　
　
　

若
林
八
重
子

青
み
か
ん
育
つ
故
郷
魂た

ま

帰
る　
　
　
　
　
　
　

田
口　

ひ
さ

橋
ま
で
と
送
っ
て
帰
る
十
六
夜　
　
　
　
　
　

浜　
　

初
栄

山
影
の
頭
上
に
迫
る
無
月
か
な　
　
　
　
　
　

宮
下　

峰
月

栗
剥む

け
ば
母
の
姿
の
あ
り
あ
り
と　
　
　
　
　

木
村　

智
子

◆
御
荘
俳
句
会

は
っ
き
り
と
見
へ
る
は
九
洲
秋
高
し　
　
　
　

尾
崎　

松
恵

秋
澄
む
や
遠
き
連れ

ん

山ざ
ん

浮
き
立
ち
ぬ　
　
　
　
　

菊
池　

靜
子

露つ
ゆ

寒ざ
む

や
小
窓
に
見
え
る
猫
の
影　
　
　
　
　
　

加
洲
勢
津
子

コ
ン
サ
ー
ト
の
余よ

韻い
ん

の
ま
ま
に
後
の
月　
　
　

山
本　

金
子

段
畑
も
屋
敷
の
内
も
柿
の
秋　
　
　
　
　
　
　

島
津　

三
甫

◆
檳
榔
子

落ら
っ
き

い
ま
す
と
ん
と
し
ま
ふ
芒

す
す
き
は
ら
原　
　
　
　
　

三
好
ミ
キ
ヱ

里
山
の
橋
の
記
念
碑
草
の
花　
　
　
　
　
　
　

山
口　
　

菫

秋
の
灯
の
一
つ
と
も
り
て
山
の
裾　
　
　
　
　

工
藤
ミ
ヱ
子

四し

ま

ん

と

万
十
川
の
秋
夕
暮
の
屋
形
船　
　
　
　
　
　

若
林
八
重
子

投
函
の
音
軽
や
か
に
今
朝
の
秋　
　
　
　
　
　

吉
田
モ
ミ
ヱ

星
空
に
五ご

指し

反そ

り
男
踊
か
な　
　
　
　
　
　
　

小
島　

泰
子

木も
く

犀せ
い

の
香
り
と
び
こ
む
朝
の
窓　
　
　
　
　
　

山
口　

和
子

朴ほ
お

落お
ち

葉ば

一
葉
の
重
み
風
に
聞
く　
　
　
　
　
　

濵
野　

康
子

鵙も
ず

鳴
く
や
赤
子
の
足
の
ギ
ブ
ス
か
な　
　
　
　

吉
田　

朝
子

◆
西
海
俳
句
会

北
斗
星
の
ほ
か
名
も
知
ら
ぬ
星
月
夜

芒
道
見
送
り
な
の
か
招
く
の
か　
　
　
　
　
　

鈴
木　

泊
舟

捨
て
難
き
古
き
ブ
ラ
ウ
ス
秋
探
し　
　
　
　
　

吉
田　

久
江

秋
高
し
ど
の
鍋
も
よ
く
磨
か
れ
て　
　
　
　
　

吉
田　

寅
恵

臥
薪
嘗
胆
新
書
も
買
わ
で
夜
の
長
し　
　
　
　

利
根
早
智
江

よ
く
遊
べ
よ
く
遊
べ
孫
金
木
犀　
　
　
　
　
　

吉
田　

朝
子

秋
晴
や
ま
ず
は
魚
を
干
し
て
か
ら　
　
　
　
　

吉
田　

弘
定

◆
御
荘
短
歌
会

初
め
て
の
ボ
ー
ナ
ス
に
孫
の
送
り
来
し
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
三
つ
の
分
け
前
貰
ひ
ぬ　
　
　

市
川
コ
マ
ヱ

痛
む
膝
さ
す
り
て
姉
は
長
生
き
も
楽
で
な
い
と
言
ひ
し
わ
か
る
身
と
な
る　
　
　
　
　

佐
藤　

久
子

ひ
き
残
り
し
畑
の
雑く

草さ

も
穂
を
出
だ
し
秋
立
つ
風
に
「
い
ぬ
こ
ろ
」
揺
れ
い
る　
　
　

斉
藤
ト
ミ
子

す
ぐ
側
の
刈
田
に
藁
焼
く
香
の
立
ち
て
友
が
手
を
振
る
煙
の
中
に　
　
　
　
　
　
　
　

宮
下
喜
久
子

朝
冷
え
の
し
じ
ま
を
一
声
つ
き
ぬ
き
て
柿
の
梢
に
も
ず
は
高
鳴
く　
　
　
　
　
　
　
　

西
﨑　

文
惠

ど
こ
か
ら
か
木
犀
匂
ふ
朝
の
庭
気
持
ち
改
め
深
呼
吸
す
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
千
代
子

○
役
場
一
般
業
務　

本
庁（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）、
内

海
支
所（
℡
８
５
―

０
３
１
１
）、
御
荘
支
所（
℡
７
２
―

１
１
１
１
）、
一
本
松
支
所（
℡
８
４
―

２
２
１
１
）、
西

海
支
所（
℡
８
２
―

１
１
１
１
）

　

12
月
29
日（
火
）か
ら
１
月
３
日（
日
）ま
で
休
み
。

　

戸
籍
関
係
の
届
出
の
受
付
、
埋
火
葬
許
可
証
の
発

行
は
行
い
ま
す
。

○
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　
　
　

（
℡
８
４
―

３
７
０
０
）

○
国
保
一
本
松
病
院　
　
　
　

（
℡
８
４
―

２
２
５
５
）

○
国
保
一
本
松
病
院
附
属
内
海
診
療
所（
℡
８
５
―

０
３
４
１
）

○
御
荘
夢
創
造
館　
　
　
　
　

（
℡
７
２
―

１
１
１
６
）

○
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー　
　
　

（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）

○
DE
・
あ
・
い
・
21　
　
　
　

（
℡
８
５
―

１
０
２
１
）

　

12
月
29
日（
火
）か
ら
１
月
３
日（
日
）ま
で
休
み

○
一
本
松
温
泉
あ
け
ぼ
の
荘　

（
℡
８
４
―

３
２
６
０
）

　

年
末
年
始
無
休

○
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー（
℡
７
２
―

１
１
１
７
）

　

12
月
28
日（
月
）は
全
施
設
16
時
30
分
ま
で
の
営
業

　

12
月
29
日（
火
）か
ら
１
月
５
日（
火
）ま
で
休
み

○
御
荘
霊
苑　
　
　
　
　
　
　

（
℡
７
２
―

４
４
２
０
）

　

12
月
31
日（
木
）、
１
月
１
日（
金
）が
休
み

○
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー　
　
　

（
℡
７
２
―

６
９
５
５
）

　

１
月
１
日（
金
）か
ら
１
日
３
日（
日
）ま
で
収
集
は
休
み

　

新
聞
、雑
誌
、ダ
ン
ボ
ー
ル
の
持
込
み
は
、12
月
30
日（
水
）15
時
ま
で

　

粗
大
ご
み
の
持
込
み
は
、12
月
28
日（
月
）12
時
ま
で
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

心配ごと相談室

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）に問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童委
員が相談をお受けします。（1回
の相談人数は8人までで事前に予約が
必要。定員に達した場合は受付を終了）
１月１２日（火）14時～16時
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談室
　無料で民生児童委員２名が
日常生活でかかえる心配ごと
の相談をお受けします。
  １２月１２日（土）・２４日（木）
　14時～16時
　御荘老人福祉センター

（10月受付分）

（10月受付分）
ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう
「
平
成
21
年
度
愛
南
町
成
人
式
」

開
催
の
お
知
ら
せ
！

生
涯
学
習
課
か
ら

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

日
時　

平
成
22
年
１
月
３
日（
日
）

受
付　

13
時
〜　

式
典　

14
時
〜

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
方

そ
の
他　

対
象
者
に
は
、
別
途
出
欠
に
つ
い
て
ご
案
内
し

ま
す
が
、
12
月

４
日（
金
）ま
で

に
通
知
書
が

届
か
な
い
場
合

は
、
生
涯
学
習

課
（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

県立南宇和病院の「さわやか」医療情報

　県立南宇和病院　眼科 

末 　久
く

美
み

子
こ

　先生

　９月に着任いたしました眼科の
末廣です。８月まで県立中央病院
に勤務させて頂いておりました。
当科では眼科全般の外来診察と、
手術は主に白内障手術を行っております。
「年だから見えにくいのは当然」と考える方も多くおら
れますが、原因によっては治療すると視力が上がる可能
性があります。
　そのためには「見えにくくなった」原因を見つけるた
め、まずは眼科に足を運んでみてください。原因と治療
方法について説明させて頂きます。
　また、当院では治療困難である症例（硝子体出血、網
膜はく離など）に関しては、近隣の医療機関に紹介する
など連携し、より良い医療を提供していきたいと思います。
温厚な地元の方々とのふれあいを大切に、診療していき
たいと思います。
　これからもよろしくお願いします。
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　11 月 3 日は全国的には

「文化の日」ですが、愛南

町においては統一地方祭の

日として、各地で秋祭りが

行われています。町内すべ

てが同じ日なので、地元以

外の秋祭りを見たことがあ

りません。今年は広報係と

して、各地区の祭りを見て

みようと思っていました

が、残念ながら厄年の私は、

今回神輿のかき手として地

元の祭りに参加しました。

　何で同じ日なのだろう、

祭りが違う日だったら見る

ことも参加することも出来

るのに、と思っていました

が、御荘町史や一本松町史

によれば、もともと神社ご

とに異なった日に行われて

おり、祭りの日には、その

地区の家々ではご馳走を準

備して、他地域の親戚や知

人を招待し、かなりの出費

だったようです。

　それらの出費を節約する

ため、大正 3 年 (1914 年 )

に当時の南宇和郡長横山 

襄が郡内各町村に呼びかけ

て、明治天皇の誕生日であ

る 11 月 3 日に統一したそ

うです。

　少子高齢化が進む現在、

祭りの運営にはどの地区も

苦労をしているようです

が、伝統的な秋祭りは残し

ていきたいものです。来年

こそは、いろいろな地区の

秋祭りを実際に見てみたい

と思います。

愛南町の人口
（平成２１年１１月１日現在）

世帯数　10,991 戸　
人口　   25,831 人
　男　   12,077 人
　女      13,754 人

愛南町の持つ魅力をご紹介していきたいと思います。

皆様からの掲載依頼など、気軽に情報をお寄せください。

■編集・発行

愛南町役場 総務課 〒798-4196愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地
TEL（0895）72-1211　FAX（0895）72-1214　HP http://www.town.ainan.ehime.jp/
■印刷

明星印刷工業株式会社

編 集 後 記

　久良ではブリの出荷が始まっています。旬
であるこの時期のものは、特に「寒ブリ」と
呼ばれ、脂ののりが違います。久良のブリは、
船上で延髄を切断し、脱血を行うことで品質
を保ち、水揚後は一匹ずつ氷を詰めた発泡ス
チロールの箱に収められ出荷されます。久良
漁協では 11 月初旬から一般家庭への発送を
始めています。

愛は南から


